
成人病の予防における畠舌習慣の改善と牛乳・事l製品の摂取

茨城県健康科学センターセンター長細 谷 憲 政

細谷は、平成4年度から長期的なテーマとして上記に関する疫学的調査研究を開始

した。本年度は、以下のとおり実施したので報告する。

平成5年度実施内容

平成4年度に、上記調査のためのフィールドとして、茨城県下に 6つの調査対象地

区を設定し、調査研究システムを篠立した(昨年度報告誓参照)。そこで得られた牛

乳・乳製品の摂取頻度を含む食慣習、その他の生活習慣に関する質問からなるアン

ケートによるデー夕、及び同一対象者の血液検査データを用いて、集計解析を行った。

対象

茨城県下の 5地域、水戸市・(笠原・千波地区)・玉造町・神楠町・竜ケ崎市

(1日竜ケ崎市〕・三和町(名崎地区)に居住し、基本健康診査を受診した者のうち、

40代から60代の男性190名(年齢平均53.8歳、標準偏差9.2)、女性202名(年齢平均53.7 

歳、標準偏差8.4)を抽出してアンケー卜調査を行い、その対象者の血液検査データと

のクロス集計を行った。抽出の方法としては、各調査フィールドにおいて、フィール

ド内での地域的な偏りが生じないよう、受診番号順に 5ー10番おきに系統抽出した。

方法

アンケートの食習慣の項目中に、牛乳・乳製品の摂取頻度を尋ねる項目として、

r 1臼に l回は牛乳・乳製品をとっている・・・はい/いいえ」との質問を設定した。

この質問に対する回答により、 「乳製品摂取習慣あり」群と、 「乳製品摂取習慣な

し」群に分けた。両群の健診デー夕、すなわち最高血圧・最低血圧、及び血中の総コ

レステロール・ HDLコレステロール・中性1旨肪・ GOT・GPT・y-GTP・ク
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レアチニン・アルブミン・血色素量・血球容積・赤血球数・随時血糖の各検査データ

を比較した。

1) 両群の検査データの平均値との比較を t検定を用いて行った。有意水準は 5%

とした。

2 ) 両群の異常値の頻度の比較をx自乗検定を用いて行った。有意水準は 5%とし

た。用いた各検査データの正常値の範囲は、次に示すとおり。

最高血圧 160rnrnHg未満

最低血庄 95rnrnHg未満

血中総コレステロール 男または50歳未満の女 150mg/d1以上240mg/d1未満

50歳以上の女:150mg/d1以上260mg/d1未満
トー

HDLコレスチロール 男:37mg/d1以上60mg/d1未満

女:43mg/d 1以上66mg/d1未満

中性脂肪 35mg/d1以上130田g/d1未満

GOT 401U未満

GPT 35lU未満

r~GTP 男:6U/1以上80U/I未満

女:5U/I以上18U/I未満

クレアチニン 男:O. 8mg/d1以上1.2mg/d1未満

女:O. 6mg/d 1以上O.日mg/d1未満

アルブミン 3.8g/d1以上5.3g/d1未満

血色素量 男:14g/d1以上20g/d1未満

女 12g/d1以上17g/d1未満

血球容積 男:40%以上55%未満

女:35%以上50%未満

赤血球数 男 410万/μl以上600万/μl未満

女 380万/μl以上550万/μl未満

随時血糖!140mg/dl未満
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結果

表 l・図 l・図2に示す。ただし、方法の 2)両群の異常値の頻度の比較について

は、全ての項目において有意な差が見られなかったため、表を省略した。

考察

1 ) 牛乳・乳製品を l日に l回以上摂る習慣のある群に於いて、有意ではなかった

が、最高血圧が低い傾向が見られた。これは、従来報告されている、カルシウム摂取

による血圧の低下と矛盾しない結果である。

また、総、コレステロール、 HDLコレステロール、中性脂肪には 2群聞に差は見ら

れなかった。従来の文献では、牛乳負荷によるコレステロール値の上昇が報告されて

いるものもあるが、当然のことながら、コレステロール値は様々な摂取食品によって

複合的な要因により決定されており、一般的な牛乳摂取習慣ではコレステロール値は

左右されないことが示唆された。

また、血中クレアチニン濃度は、男性で「習慣あり」群で有意に高く、これは、は

ずれ値を除外しでもなお有意であり、さらに、腎疾患の既往者を除外しでもなお有意

であった。また、女性でも有意ではなかったが、やはり「習慣あり」群で高い傾向が

見られた(図 l・2。表 lのクレアチニンの項目は、腎疾患の既往者を除外して算出

したもの)。ただし、両性とも、習慣あり群の平均値も、正常範囲であった。また、

異常値の血中クレアチニン濃度は食事因子による変動は少ないとされているが、新生

児では、牛乳によるクレアチニン濃度の上昇の報告がある CHulsernann.1987)。も

ちろん、本研究では、牛乳・乳製品の摂取習慣以外の因子の制御を行っておらず、摂

取量についても把握していないため、直接的な関連を見ることはできない。また、牛

乳・乳製品摂取に伴う何らかの因子との関連も考慮すべきであり、今後研究デザイン

等、さらに検討を加える必要があると考えられた。

2) 両群聞の異常値の頻度の差の検定も行ったが、全ての検査項目において、両群

間に有意の差は見られなかった。やはり、一般的な牛乳の摂取習慣の有無では、異常
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{直の頻度には差が生じないものと考えられ、今後、適切な境界値の設定の検討を行い、

習慣の有無による違いの検出の可能性について、研究を進める予定である。

結 語

茨城県下の 5地域において、牛乳・乳製品の摂取習慣の有無と各種検査データとの

関連を検討した。今後、その他の食習慣等の生活習慣との関連を含め、さらに検討を

すすめる予定である。
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車 1

空車て宜盟E璽軍亨mz目
7N 4 J??君 震F 怨Eむbたo 0.踊男 最高血圧

いSまいb、え
16 

84 129.83 15. 30 104 164 

最低血圧 sいaいえ 74 88224 3 12.40 e6O 8 128 e 0.923 
，、 84 2.4 11. 77 11 

韓コレスチロール いはいえ 784 4 2 19554 34.03 126 277 0.126 
L、 03.86 33.74 133 309 

HDLコレステ口-，.いはいえ 74 56 1.11 18 Be a 24 86 0.668 
b、 84 O. 15 14.6 23 109 

中世脂肪 はいいえ 74 156000 8 108.87 0 44 702 1 0.394 
b、 84 170. 01 111.7 55 724 

GOT  いいえ 74 24.65 e 10.日1 12 58 O. 141 
I;l;'、 84 30.4 34.91 12 325 

GPT  いいえ 74 22 323 18 5.68 5 63 O. 163 
I;l;'、 84 9.61 38.18 8 316 

g.皿maGTP いいえ 74 480 20 52.85 7 349 O. 916 
はい 83 50. 17 59. 55 10 274 

クレアチエン いいえ 70 0.96 0.13 0.7 1.2 0.008 
はい 81 1. 02 O. 16 O. 7 1.9 

アルブミン いいえ 74 4.54 0.25 3. 6 6. 1 。圃 480
I;l;'、 84 4.57 0.23 4. 1 6. 1 

血告嘩量 (g/dl) いいえ 74 16. 14 1. 09 12. 8 17.6 0.823 
6まい 83 15. 18 1. 07 10. 9 18. 2 

血球容積{覧) いいえ 74 46.36 3. 25 38目7 62.9 。目 944
I;l;い 83 46.39 3.23 33.6 54 

車血躍世 (x1O"6) いいえ 74 4. 77 0.43 3.96 5.86 0.816 
4まむ、 83 4.78 0.41 3. 6'1 5.9 

騨都寺瓜瑞溜 いいえ 74 105.85 29. 90 60 210 0.144 
6まb、 83 116.48 57. 79 78 522 

主 最高虚血 いいえ 54 129.44 18.1B 100 190 0.485 
6まい 120 127.43 17. 25 92 182 

量抵血圧 いいえ 54 T78 00 10.53 4 50 102 0.626 
4まい 120 7‘15 10.6 52 110 

臆コレステロール いいえ 54 202.30 38. 22 137 321 0.694 
Sまu、 120 204.53 32.96 134 305 

HDLコレステロー)"''''、b、ぇ 64 52. 37 11. 46 26 76 O. 163 
Sまも、 120 56.29 12. 62 29 83 

中世脂肪 いいえ 54 131. 87 80.80 5 38 517 s 0.545 
I;l;，、 120 123. 56 6'1. 01 38 40 

GOT  いいえ 54 20. 76 14. 12 10 115 0.853 
6まし、 120 21. 14 8.00 8 69 

GPT  いいえ 54 16. 76 14. 06 5 107 O. '191 
4まL、 120 17.31 11.90 5 99 

ga.皿aGTP いいえ 54 16. 78 10句 37 自 55 O. 810 
tまい 120 17.28 16.58 7 128 

クレアチニン いいえ 53 O. 76 0.12 0.6 1. 1 0.092 
4否"、 117 O. 79 O. 10 0.6 1 

アルブミン いいえ 54 4.5' O. 20 4 4. 9 0.662 
Sまし、 119 4.63 0.22 4 5 

血管弱震量 (gjdll いはいえ 1524 0 1123..079 9 11603 8 8.12 0 1l5s.e e 仏 218
む、

血球審横倒 いいえ 54 38.61 4.48 21. 5 46.2 0.29'1 
I;l;，、 120 39.32 3. 21 31. 1 46. 1 

車血諦融 1.10"6) いいえ 64 '.30 00 .38 3.43 6目03 0.648 
SまL、 120 '.33 3' 3.66 6. 19 

岡田寺泊施積 sい;l;いえ 64 98. 22 15. 51 T77 4 142 7 0.651 
b、 120 。自.自3 21. 21 226 
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乳製品摂取別クレアチニン値(男)図1.
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岡2. 乳製品摂取別クレアチニン値(女)
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